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 　冬道の交通事故の多くはスピードの出し過ぎです。

 速度は１割以上落として走りましょう。特にカーブ

 の手前では十分に減速してください。積雪・凍結な

　２、２倍の車間距離！

 　冬道は滑りやすく、制動距離が長くなります。突

    今月号は「冬を安全に暮らすために」です。

    今シーズンは降り始めからの大雪で、平成２５年の大雪（降雪量８３７㎝）を超えるのではないかとい

 同期間の１３４㎝（過去３０年間の１月の平均総降雪量２０８㎝）を下回っています。道路の雪も一部融

 さい。

 どの路面状況によってはさらに速度を落としてくだ

 ●冬道での自転車の運転はと

 ても危険です。全国では雪道

 で転倒し頭部を強打して死亡

 する事故が発生しています。

 自転車はわずかな氷面でもス

 けアスファルトが見えますが、ブラックアイスバーンの箇所がありとても危険です。冬には冬の車の運転

～名寄市からのお願い！～

 気候と思いがちですが、暖かい日ほど危なく、たいへん危険な作業です。命綱等の使用をお願いします。

 う予想もありましたが、1月から穏やかな日が続き、１月１日から２６日現在の降雪量８６㎝と、昨年の　

　１、１割のスピードダウン！

 があります。運転には細心の注意をお願いいたします。また、暖かく、屋根の雪下ろしにはちょうど良い

冬の安全運転　１、２、３

 リップします。自転車自転車自転車自転車のののの運転運転運転運転

 ●吹雪の日は無理せず、外出は控えましょう。

 はははは絶対絶対絶対絶対にににに止止止止めてください!めてください!めてください!めてください!
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 す。加速・減速はゆるやかに行いましょう。

 

 で、晴れの日ほど要注意！曇り空で、

 一に備えて２人以上

 方の安全を確認しまし 

 して死亡する事故が発生しています。こうした事故

 を防止するため、次の点に注意願います。

 ■雪下ろし作業はヘルメットと命綱

■雪下ろし作業は万が

 雪の固い午前中に作業をしましょう。

を使用し安全な服装で行いましょう。

 まり自分の姿を車に見せるようにしましょう。 

 ●道路を横断するするときは、車がスリップして止  ■暖かい日は屋根が滑りやすく危険

 然目の前の車がスリップしたり、事故を起こしても

 慌てることの無いよう、車間距離は夏場の２倍以上

 とりましょう。

 　冬道は滑りやすく、制動距離が長くなります。突

 とられ、横滑りし、反対車

 ●わだちや凸凹ができた道では、急激にハンドルを

 ●吹雪の日は無理せず、外出は控えましょう。

 ハンドル・急ブレーキ・急加速は

歩行者の冬道ヒヤリ防止心得 

 ●雪山の陰では、見通しが悪いので必ず一旦立ち止

 り上げたり、横転や路外へ 

 の転落事故が発生します。

　３、３分早めの出発！

    名寄市内で屋根の雪下ろし作業中に屋根から転落

 屋根の雪下ろし
　　　　　　　　による事故防止！

 する場合があります。路面

 の状況に合わせた無理のな

 い運転をお願いします。

 線への飛び出しや雪山に乗

 また、わだちや凸凹道によ

 りタイヤやバンパーを損傷

 　冬道は事故による通行止め規制や、悪天候により

 ときどき顔を上げて前

 ●吹雪のときは、うつむき加減で通行しがちですが、

 まりきれないこともあるので、止まったことを確か

 スリップして事故の原因になりま

 雪で前が見えなくなる（ホワイトアウト）ことがあ

 めてから渡りましょう。 

 ょう。

 ります。時間と心に余裕を持って、

 早めに出発しましょう。また、急
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■はしご等はしっかり固

定しましょう。

 で行いましょう。

 ょう。

 対面通行に心がけまし

 ●歩道のない道路では


